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観光みかん園オーナー収穫

生比奈農協が，、あなたもみかん園のオーナーに.グ。と募集した観光みかん

園が，初の収穫期をむかえました

オーナーたちは，みかんの収穫に大よろこび，農園主の気介を満喫してい

ました� 

'86 

22月号� 

tj;;;義務糊鱗鱗葉県勝戦場網棚謀議績をり顧問
町民のうごき

世帯数� 1，981・人口 男� 3，861 女� 4，044 計� 7，905(昭和61年10月31日現在)


出生男� 3女� 4計� 7・死亡男� 1女� 2計� 3・転入男11女� 11計22・転出男� 6女� 7計� 13(昭和61年10月中)


広報かつうら12月号=198・昭和61年12月1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511(代)
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カミ てコ

2 

区 分

自

1.入 2金� 28.257繰

1E繰 越 ノ、
源)�  

0.

い
マ
令
。

% 49，935 2.2 

第198号 つ ら 昭和61年12月� l日 (2) 

決算額(千円) 構成比(%)

13.6 干え方地 312.201 

昭
和
印
年
度
の
普
通
会
計
の
決

分担金及び負担金�  43.244 1.9 

算
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
、

使 用 料� 36，272 1.6 
王(

こ
れ
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

0.2手 数 料� 4.989 

長
入
は
七
・
四
%
、
歳
出
も
七

・

五 財 産� I1又 入� 12.891 0.6 
財 ・

八
%
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
と
る
っ
て

こ
の
よ
う
に
歳
入
歳
出
と
も
に

5者� I1文 入� 48781.9 

減
少
し
た
主
な
理
由
は
、
普
通
建

設
申
草
木
費
が
約
三
億
一

千
八
百
万

地 方 言袋 与 おt 30.250 1.3 

依 自動車取得税交付金� 18，233 0.8

円
の
減
少
(
生
比
奈
小
学
校
建
設

地 方 勺人&マ 付 税

事
業
費
約
二
億
円
等
)
と
な
っ
た

921，005 40.3
存七

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

交通安全対策特別交付金� 526 0.0 
財

国 庫 支 出 立人乙� 155，018 6.8 

財
政
構
造

七� 
J原% 県 支� w 3ノ¥L 406.300 17.8 

本
町
の
自
主
財
源
は
、
わ
ず
か

地 方 債� 175，890 7.7 

二
十
瓦

・
三
%
、
か
っ
、
地
方
税
、

歳 入� b 計C:J 2，286，889 100.0 

普
通
交
付
税
等
の
経
常
的
一
般
財

源
の
伸
び
悩
み
の
反
而
、
人
件
刊
、

公
償
資
等
の
経
常
的
経
刊
は
高
い

四
・

伸
び
を
み
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

公
債
費
負
担
の
割
合
を
示
す
公
的

決
算
規
模

昭和60年度

勝浦町普通会計

V
歳

入

使
い
み
ち


辺
億
円
の


歳
V

、� 
出

~， 
2，231，026千円� 

224，296千円 223，142千円� ( 100.0%) 285，170千円� 201，971千円� 121，878千円� 

教育費(10.1%) 民生資(JOO%) 土木質� 02.8%) 総務費(90%) i¥丹生H(5.5%) 

公債費068%) 消防費(0.8%) 農林水産業費� 商工費(1.5%) 談会資(24%) 
(289%) 労働費(0.1%) 

2:雇
 ? 
46，601千円374，918千円 18，223千円� 644，590千円� 35，697千円� 54，540千円� 
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22億円の使いみち



(単位千円)

(3) 昭和61年12月 l日� カ冶 三ご〉� つ ら 第198号

V
普
通
会
計
収
支
の
状
況

歳入歳出差引額(⑧一⑮)⑥ 55，863 

翌年度ヘ繰越すべき財源� ⑮� 290 

実質収支(⑥一⑮) 55，573 

歳入総額⑧� 2，286，889(前年度� 2，469，385)

歳出総額⑧� 2，231，026(前年度� 2，419，450)

官
比
率
は
前
年
と
同
様
十
九
・
七

%
の
高
率
で
あ
り
、
ま
た
、
債
務

地
方
債

負
組
行
為
を
含
む
公
債
費
比
率
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
か
ら
わ
ず
か

0
・
士一
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
も
の

の
依
然
と
し
て
二
十
三

・
二
%
の

高
率
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
財
政
構

造
の
硬
直
化
の
度
合
を
一
不
す
経
常

収
支
比
率 

(経
常

一
般
財
源
総
領

に
占
め
る
経
常
経
費
充
当

一
般
財

源
の
割
合
)
も
八
十
四

・
三
%
と

前
年
度
の
八
十

一
・
八 

%
か
ら
二
・

V

五
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
と
な
り
、
本

町
の
財
政
構
造
の
硬
直
化
の
様
相

は
極
め
て
一
変
慮
す
べ
き
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

30t意

291 

一世格当たりの

地方債残高�  

1，283，026円

一世事務当たりの

町の 積 立金�  

63，488円� 

< 1世帯当たり〉

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

同
年
度
末

日
年
度
末

V

同
年
度
末

日
年
度
末 

残
高
の
推
移 

印
年
度
末

立
金

積
立
金
(
財
政
調
整
基
金
)
の
推
移

(
単
位
百
万
円 
) 

「¥ 

町民一人当たりの地方債残高� 

321，203円

町民一人当たりの

町の 積 立金�  

15，894円

< 1人当たり〉� 

町
民
一
人
当
た
り
と
一
世
帯

※
地
+
卓
畑
町
と
は

長
期
の
資
金
を
借
入
れ
て

財
源
と
す
る
も
の
で
、
長

期
に
わ
た

っ
て
元
利
償
還

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借

入
金
で
あ
る
。

V
当
た
り
の
地
方
債
残
高
と
積

r¥ 
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語、 

aa命
お
由
円 

白
白
舟
ぬ
斗
告
吋
由
泊 

詩
話
由
民
角
田
高
邑
同
由
自 

由
由
時
国
ぬ
一 

aaa

aa

aaoa

aaAW由
民
自
由
民 

血
由
民
白
血
白
向
国
語
諒 

a

-aa白
血 

白
品

aaa

Awaa

村畑
町羽、吋

悶

昌
也

ガンノてレ いい天気だわ(着付競争力、ら)

¥、，

、下

今回はじめての少年少女各部対抗リレー

つ ら 昭和61年12月� l口 4) 

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十

一
月
三

日
恒
例
の
町
民
体
育
祭
が
催
さ
れ

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
楽
し
い

一

日
と
な
り
ま
し
た
。

津
野
肇
さ
ん
(
坂
本
)
の
選
手

宣
誓
の
あ
と
、

全
員
参
〆
加
の
ラ
ジ

オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
各
競
技

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
身
障
者
会

・

老
人
会
、
婦
人
会
な
ど
各
種
団
体

の
競
技
の
ほ
か
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
イ
ズ
な
ど
の
自
由
参

加
も
多
く
、
み
な
さ
ん
に
積
極
的

に
参
/
加
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く

盛
大
に
終
了
し
ま
し
た
。

来
年
も
、
み
な
さ
ん
の
楽
し
い

憩
い
の

一
日
と
な
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
お
い

っ

そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

動会


J;J-4.フ

VMh

宣
奮
す
る
津
野
肇
さ
ん

MUS04
スタンプ
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MUS04
テキストボックス
運動会

MUS04
テキストボックス
第26回町民体育祭ご協力ありがとうございます



ら 第198号

縄械業
 

つてコヵ、昭和61年12月� l日

i

委
員
連
合
協
斐
売
事
と
し
て
、

ま
す
。 

(5) 

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

横
瀬
地
区
出
身
で
鳴
門
市
に
在

住
の
大
塚
チ
ヨ
ノ
さ
ん
が
、
昭
和

で

ハ

十

一
年
十
月
二
十
九
日
に
、
紺

ノ

綬
褒
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ヨ

こ
の
受
章
は
、
横
瀬
地
区
多
目

チ 

的
研
修
受
施
設
の
襲
寄
金
と

J
d

し
て、

名
顧
の
私
財
を
ご
寄
付
さ

:

れ
た
ご
行
為
に
対
し
て
授
与
さ
れ

た
も
の
で
す
。
地
元
横
瀬
地
区
の

皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
大
塚
さ
ん
の
故
郷

を
思
う
尊
い
ご
音
竿
芯
に
心
か
ら
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

品
ぷ
お
ぶ
」

秋
の
園
遊
会

天
皇
陛
下
主
催
の
秋
の
園
遊
会

赤
坂
御
苑
東
門
か
ら
参
入
い
た
し

幸 

レ
れ
ん
。

お
道
筋
で
あ
る
池
畔
の
遊
歩
道

に
、
一
列
に
並
ん
で
参
入
者
が
お

待
ち
す
る
前
を
、
侍
従
長
の
ご
先

AF--

中
村
芳
生
さ
ん
出
席

導
で
歩
を
お
進
め
に
な
ら
れ
る
天

皇
陛
下
の
、
ご
高
齢
に
も
か
か
わ

ら
ず
お
元
気
な
お
姿
を
拝
し
、
感

激
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
行
政
相
談
委
員
の
使
命
達
成
に

一
層
努
力
し
、
ご
高
恩
に
少
し
で

も
お
報
い
申
し
上
げ
た
い
と
決
意

し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

リ
バ 

ズ
三
位
入
賞

成
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
南
部

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
、
県
民
ス

H

l

H

一一

ポ
ー
ツ
祭
中
央
大
会
(
十

一
月

日
)
に
出
場
し
た
「
リ
バ 

ズ」

(
松
田
祐
監
督

・
久
国
)
は
、
各

ブ
ロ 

ク
代
表
の
強
豪
を
相
手
に
、

l

y

第
三
位
に
入
賞
す
る
と
い
う
快
挙

を
成
し
と
げ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
勝
浦
町
成
人
式

んミ出目白万民一吋

昨年の成人式(記念品贈呈)

を
一
月
二
日
(
金
)
午
前
九
時
か

ら
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

-v


す
。

喜一者。

昭
和
四
十

一
年
四
月
二
日
か
ら

四
十
二
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
か
た
。

(
昭
和
五
十
六
年
度

勝
浦
中
学
校
怠
業
者
名
簿
と
六
十

一
年
十
二
月
十
日
現
在
の
町
内
在

住
者
)

該
当
者
に
は
+
二
月
中
旬
ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
せ
町
教
育
委
員
会

三木知事から賞状を受ける大塚さん

が
十
月
一
干
九
日
東
京

・
元
赤
坂

の
赤
坂
御
苑
で
聞
か
れ
、
本
町
の

中
村
芳
生
さ
ん
(
沼
江
)
が
招
待

さ
れ
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
、
全
国
行
政
相
談

招
待
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
中
村
さ
ん
は
長
年
調
停

委
員
を
務
め
ら
れ
、
同
日
、
高
松

高
裁
長
官
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い

今
回
中
村
さ
ん
に
園
遊
会
に
つ

い
て
の
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。(

中
村
さ
ん
の
お
話
し
か
ら
)

宮
内
庁
長
官
か
ら
「
天
皇
陛
下

に
は
来
る
十
月
二
十
九
日
赤
坂
御

苑
に
お
い
て
お
催
し
の
園
遊
会
に

お
招
き
に
な
り
ま
す
か
ら
御
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。」
と
の
案
内
状
を

総
務
庁
を
通
じ
て
頂
き
、
同
日
総

務
庁
に
出
頭
、
同
庁
幹
部
に
お
礼

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
午
後
一
時

¥ 

f¥ 

第� 3位になったりパーズ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
紺綬奨章

MUS04
テキストボックス
成人式



て
い
る
こ
と
が
理
解
さ

質
問
|
|
「
人
は
生
れ
や
職
業

高
揚
し
て
い
る
と
考
え

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

λ
V
λ
V
A
V
λ
V
λ

λ
V
A
V
A
V
λ

V
A
V
A
V
λ
V
A
V
λ
V
λ
V
A
V
A
V
λ
V
λ
V
A
V

第198号 治、 てコ つ ら 昭和61年12月� l日 (6) 

に
届
け
出
る
よ
う
一
義
務
づ
け
て
い

間
前
ま
で
に
、
そ
の
土
地
の
所
在

し
よ
う
と
す
る
当
事
者
に
、
そ
の

一
定
の
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

採
択

・
公
布
を
記
念
す
る
と
共
に
、
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

※
人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
「
国
土
利
用
計
画
法
」
で
は
、

人
権
擁
護
機
関
で
あ
る
法
務
局
や
人
権
を
主
張
す
る
場
合
は
、
相
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権
擁
護
委

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
共
存
の
社
手
の
人
権
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
員
か
法
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
実
現
へ
の
願
い
を
込
め
て
実
施
り
ま
せ
ん
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
取
引
内
容
を
、
契
約
を
す
る
六
週

し
て
い
ま
す
。

今
、
社
会
問
題
と
な

っ
て

い

る

り

ま

す

。

法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員
は
、

仰
い
じ
め
二
匂
例
に
と

っ
て
み
て
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
す
る
市
町
村
の
長
を
通
じ
て
知
事

マ
い
じ
め

・
笹
剖
の
根
を
絶
と
う
も
、

一
人

一
人
が
相
手
の
人
権
を
の
と
お
り
で
す
。

入マ
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入マ
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A
V
λ
V
A
V
入V
A
V
λ
V
A
V
A
V
λ
V
λ
V
A
V
A
H
X
V
λ
V
λ

マ

λVλ

Vλ

こ
の
週
間
は
、
昭
和
二
十
三
年
は
、
自
分
の
立
場
、
自
分
の
権
利

十
二
月
十
日
の
世
界
人
権
宣
言
の
だ
け
を
主
張
す
る
た
め
に
起
き
た
ら
れ
る
の
で
す
。

差
別
の
な
い
住
み
よ
い
社
会
が
作

て
い
ま
す
が
、
そ
の
相
談
の
中
に
い
が
防
止
さ
れ
、
明
る
い
塞
庭
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
争

「
人
権
週
間
」
で
す
。

一
環
と
し
て
、
人
権
相
談
を
行
っ

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、

人
権
擁
護
機
関
で
は
、
活
動
の
ま
し
ょ
う
。

の
権
利
を
認
め
あ
う
よ
う
心
が
け

ろ
な
活
動
を
実
地
し
て
い
ま
す
。

(中西今
敬山岡山
称~~~

略

人
間
関
係
を

第
珂
回
人
権
週
間

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
い
ろ
い
に
話
し
合
い
、
譲
り
あ
い
、
相
手

マ
障
室
暑
の
完
全
参
/
加
と
平
等
を
こ
の
機
会
に
も
う

一
度
人
権
に

実

現

し

よ

う

つ

い

て

考

え

、

み

ん

な

が

お

互

い

費撃賓

堀大田
西中

認
め
あ
え
る

マ
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
尊
重
し
な
い
た
め
に
起
こ
っ
た
こ

マ
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
と
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

¥ー

l 同
和
問
題

意
識
調
査
か
ら

人
権
感
覚
に
つ
い
て

本
年
度
は
、
社
会
同
和
教
育
の


啓
科
学
活
動
と
し
て
の
地
区
懇
と
あ


わ
せ
て
同
和
問
題
意
識
調
査
を
行


い
ま
し
た
。


今
回
は
、
そ
の
集
計
結
果
の
う

ち
町
民
の
人
権
に
対
す
る
感
覚
に

ま
す
。

ま
た
、
個
々
の
取
引
面
積
が
小

さ
く
て
も
、
当
書
宇
者
の
ど
ち
ら
か

一
方
の
取
引
面
積
の
合
計
が
二
疋

の
面
積
以
上
と
な
る
と
き
は
、
個

々
の
取
引
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

届
出
が
必
要
と
な
る
一
定
面
積

市
街
化
区
域
内
の
土
地

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上


口

付
を
除
く
都
市
計
画
区
域


内
の
土
地


五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上


回

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区


域
内
の
土
地


一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

詳
し
く
は
、
町
役
場
総
務
課
又

は
、
県
土
地
水
翠
氷
室 

(8
0
8 

8
6
1幻
1
2
1
1
9
)
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

O

に
よ
っ
て
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
」
れ
ま
す
。

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
、

一
方
、
残
り
三 

世

間

で

こ

の

こ

と

が

守

ら

れ

て

い

こ

の

よ

う

に

、

町

民

の

人

権

意

る

と

思

い

ま

す

か

|

|

識

は

ま

だ

ま

だ

十

分

と

は

い

え

な

に
対
し
、
回

答

は

次

の

く

、

今

後

さ

ら

に

日

常

生

活

の

場

表
の
と
お
り
で
し
た
。

こ

の

結

果

か

ら

考

え

め

、

部

落

差

別

解

消

へ

の

取

り

組

O
%

る

と

、

「

よ

く

守

ら

れ

て

み

を

強

化

す

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

い
る
」
と
答
え
た
人
と
、

「
あ
る
程
度
守
ら
れ
て

い
る
」
と
答
え
た
人
を

あ
わ
せ
て
七 

%
の
人

が
町
民
の
人
権
意
識
は

民
の
人
権
意
識
は
低
い
と
考
え
て

の
人
が
町
い
る
よ
う
で
す
。

を
通
し
て
人
権
尊
重
の
意
識
を
高

12月定例心配ごと相談� 

日時 12月 5日樹

午前10時~午後� 3時

内容 人権・行政・厚生・福祉

場所住民福祉センター� 2階� 

(平日でも受付しておりますので)
お気軽にお問い合わせく ださい

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
同和啓発シリーズ

MUS04
テキストボックス
知っておきたい土地取引の知識
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あ
な
た
も
、
何
人
か
で
誘
い
合
わ

せ
て
、
我
が
家
の
お
み
そ
を
つ
く

っ
て
み
ま
せ
ん
か
/

わ
た
し
た
ち
の
婦
人
の
家
を
上

手
に
利
用
し
て
手
づ
く
り
の
良
さ

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

償
却
資
産
の
申
告
を

忘
れ
な
い
で

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年

月
一
日
現
在
に
お
け
る
当
該
償

却
資
産
に
つ
い
て
、
必
要
事
項
を

町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。償

却
資
産
と
は
、
土
地
及
び
家

屋
以
外
の
、
事
業
の
た
め
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、
そ

の
減
価
償
却
額
又
は
減
価
償
却
費

が
所
得
の
卦
量
上
翌
五
又
は
必
要

な
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
を
い

い
ま
す
。

期
日
ま
で
に
必
ず
由
止
ロ
し
て
く

だ
さ
い
。

皇
局
日

昭
和
六
十
二
年

一
月
三
十

一
日
(
土
)
ま
で

な
お
、
不
明
な
点
は
町
役
場
税

務
保
険
課
ま
で
照
会
し
て
く
だ
さ

公給領収証を

受け取りましょう

料理庖やスナック、旅館等

で飲食すると、その料金の10

%の料理飲食等消費税がかか

給
与
支
払
報
告
書

常
時
二
人
以
上

の
従
業
員
を
雇
用

し
て
い
る
事
業
主

は
、
前
年
中
に
支

払
っ
た
賃
金
や
給

与
な
ど
の
左
官
寸

ります。お勘定の際には、納

税のしるしである公給領収証

を必ずお受け取りください。

支
払
墾
白
書
』
を
一
月
一
一
干
一
日

ま
で
に
役
場
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
税
法
で
事
業
主
に
対

し
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

こ
れ
を
怠
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

『
雇
用
王
」
の
か
た
は
、
支
払

報
告
書
を
必
ず
一
旦
二
十
一
日
ま

で
に
税
務
保
険
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

(
特
定
の
使
い
み
ち
に
か
か
る
設

備
資
金
は
十
五
年
以
内
)

基
準
利
宇

|

年

六

・
四
�
 %

詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
徳

O
島
支
庖
�
 (8
0

2
7
1
)
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
商
工
会
で
も
相
談
を
受
け
て
い

8
8
6
1
m
l
7
 

ま
す
。)

さ
き
に
大
分
県
在
住
の
本
町
出

身
者
の
か
た
が
た
か
ら
福
祉
の
た

め
に
と
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
お
金

で
、
運
動
委
等
に
使
う
テ
ン
ト
を

購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
テ
ン
ト
は
、

十
一
月
三
日

の
第
二
十
六
回
勝
浦
町
民
体
育
祭

の
本
部
席
と
し
て
初
め
て
使
い
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
披
露
い
た
し

ま
し
た
が
、
今
後
は
各
種
団
体
の

運
動
会
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
住
民

福
祉
の
た
め
の
野
外
活
動
に
貸
出

し
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

町
役
場
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込

作
ろ
う
�
 

anf

，
U
A守ザ

d
p
 

-

S
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a

-
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.
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戸、、、

九
グ
， ・

v

を
ず
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

(
ど
う
し
て
も
都
合
が

悪
い
時
は
管
理
人
に
ご
相
談
下
さ

我
が
家
の
お
み
そ

い
。)
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�
 

ー
婦
人
の
家
か
ら
の

お
願
い
|

も
う
す
ぐ
、
み
そ
づ
く
り
の
シ

ー
ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま
す
。
婦
人

の
家
で
は
、
混
雑
を
避
け
る
た
め

に
一
月
二
十
日
か
ら
二
月
二
十
日

ま
で
の
一
カ
月
間
を
み
そ
づ
く
り

期
間
と
し
、
で
き
れ
ば
、
み
か
ん

ジ
ュ
ー
ス
等
他
の
加
工
品
は
時
期
�
 

※
婦
人
の
家
で
は
、
大
量
の
大

豆
を

一
時
間
で
蒸
す
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
自
分
の
家
の
好
み
で
塩
等

の
量
を
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
だ
利
用
し
た
こ
と
の
な
い

一一

融
資
額
|
|

千
七
百
万
円

以
内
(
特
定
の
使
い
み
ち
に
か
か

る
設
備
資
金
は
四
千
万
円
以
内
)

O
融
資
期
間
|
|
違
転
資
金
七

年
以
内

・
設
備
資
金
十
年
以
内

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
善意でテント購入

MUS04
テキストボックス
年末資金のご案内基準利率年6.4％国民金融公庫から
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中
学
生
の

税

ι関
す
る
作
実

タ
ガ
タ
し
た
道
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
き
れ
い
に
舗
装
さ
れ
て
、
と

て
も
通
り
や
す
く
な
り
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
お
年
生
同
り
の
人

達
は
医
療
費
の
心
配
も
な
く
、
年

金
を
も
ら
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
税

金
が
な
か
っ
た
ら
、
道
は
ガ
タ
カ

夕
、
い
や
、
道
も
な
く
学
校
へ
行

っ
て
も
、
机
も
教
科
書
も
自
分
で

買
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
う
え
、
わ
た
し
た
ち
を
教
え
て

く
れ
る
先
生
さ
え
い
な
く
な
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
カ
ー
ブ

ミ
ラ

ー
も
道
路
も
怖
も
な
か

っ
た
ら
、

交
通
が
不
便
だ
し
、
自
分
て
道
や

昭
和
六
十
年
工
業
統
計
調
査


石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査


十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行
い
ま

す
。
調
査
の
対
象
と
な
る
製
造
葉

を
営
む
事
業
所
に
は
、
年
末
か
ら

一
月
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま

す
@
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
安
心
し
て
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
私
達
の
幸
福
は
、

こ
の
税
を
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
保

障
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
私
は
、

ま
だ
税
金
を
払
っ
て
い
ま
せ
ん
。

父
母
が
払
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

あ
と
数
年
先
に
は
、
私
も
納
税

者
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
私

は
、
国
民
の
義
務
を
心
か
ら
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
、

日
本
全
体
を
住
み
よ
く
し
、
豊
か

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
願
い
を
こ
め

て
、
納
税
者
に
な
り
た
い
で
す
。

税
は
、
国
民

一
人
一
人
の
力
が
必

要
で
す
。
人
聞
は
、
無
力
で
す
。

一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
税
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
理

よ
っ
て
自
分
も
み
ん
な
も
楽
し
く

解
し
、
税
の
役
割
り
に
つ
い
て
考

え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
私
の
た
め
に
も
み
ん
な

の
た
め
に
も
将
来
良
き
納
税
者
に

な
る
こ
と
を
普
い
ま
す
。

l

l

私
は
、
税
っ
て
何
に
使
う
ん
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

や
っ
と
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
。

学
校
へ
行
け
ば
椅
子
、
机
、
先

生
、
こ
の
問
、
新
し
く
塗
り
か
え

ら
れ
た
校
舎
と
体
育
館
、
新
学
期

渡
し
て
く
れ
る
あ
の
イ
ン
ク
の
臭

い
の
す
る
教
科
書
、

外

へ
行
け
ば
、

カ 

ブ
ミ
ラ 

、
き
れ
い
に
舗
装

さ
れ
た
道
路
、
公
関
、
橋
な
ど
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
家
の
近
く
に

は
公
園
が
で
き
て
、
ゆ
っ
く
り
と

遊
ぶ
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
学
校
か
ら
帰
る
途
中
の
ガ

県
が
募
集
し
た
税
に
関
す
る
作
文
の
中
か
ら
、
佳
作
に
選
ば
れ
た

も
の
を
今
月
か
ら
三
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
も
う

一
度
税
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

県佳作

から

. 


. 


税と私たち

の生活

、、.-' 勝浦中学校� 2年

福野美桂

橋
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
、
と
て
も

で
き
ま
せ
ん
。
響
察
の
人
だ
っ
て

い
な
く
な
っ
て
、
事
件
が
起
こ

っ

て
も
し
ら
ん
顔
。
毎
日
が
、
お
ち

つ
い
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
さ
え
で
き
な
く
な
る
の
で

す
。
税
が
な
か
っ
た
ら
、
不
便
ど

こ
ろ
か
日
本
中
が
乱
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
汗
と
努
力

と
の
税
金
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
学
校

の
机
を
傷
つ
け
て
み
た
り
、
む
や

み
に
カ
ラ
ス
を
割
っ
て
み
た
り
、

図
書
・
宅
の
本
を
大
切
に
し
な
か

っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大

人
の
人
の
中
に
は
、
税
金
に
対
す

る
不
満
を
も
っ
て
い
る
人
達
が
い

ま
す
が
税
の
な
い
世
の
中
の
方
が

も
っ
と
不
満
を
も
つ
よ
う
に
な
る

製造事業所の皆さんへ通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
の
「
工
業
統
計
調
査
」
と
「
石

油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
」
を

と
思
い
ま
す
。
税
を
出
す
こ
と
に

、-

犬の被害が増えています

ー飼し、犬は必ずつないでください 


不用犬買い上げ‘日� 

12月� 4日同� 

12月11日同

成犬� 300円 3き
小犬� 100円

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
中学生の税に関する作文
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v'a''

，
�
 
aa

最
近
ご
み
袋
の
使
用
量
旦一
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
ご
み
量
の
増
型
守

も
あ
る
の
で
す
が
、
な
か
に
は
半

分
位
し
か
ご
み
を
入
れ
ず
に
出
し

て
あ
る
袋
が
多
く
み
か
け
ら
れ
ま

す
。
ご
み
を
出
す
時
は
必
ず
袋
い

っ
ぱ
い
に
し
て
出
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
�
 

ま
た
、
現
在
燃
え
る
ご
み
と
燃

え
な
い
ご
み
を
分
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
燃
え
な
い
ご
み
の

う
ち
、
ガ
ラ
ス
類
は
専
門
業
者
に

搬
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ガ
ラ

ス
類
と
缶

・
陶
器
と
を
区
別
し
て
、

袋
に
入
れ
て
も
ら
う
と
処
理
薬
務

が
効
率
的
に
行
え
ま
す
の
で
、
と

協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
収
集
場
所
へ
出
す
と
き

は
、
名
前
を
記
入
し
各
自
の
属
し

て
い
る
収
集
フ
ェ
ン
ス
へ
出
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

証書1 
31，'セ“� 

ンB:;::.:.

ーヂ

..i.l月� 

q 
厨t

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
十
二
月
三

一
ア
�
 マ
】
付
飲
酒
運
転
を
な
く

l

十

一
日
(水
)
か
ら

一
月
四
日
(
日
)

ま
で
の
問
、
年
末
年
始
の
た
め
休

業
し
ま
す
。
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
ぬ
ぎ
は
早
目
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

植
林
地
が
台
帳
、
現
況
と
も
山

林
で
あ
れ
ば
造
林
補
助
金
を
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
造
林
事
業
届
出

書

(
用
紙
は
組
合
に
あ
り
ま
す
)

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(
勝
浦
町
一
森
林
組
合
)

勝
浦
会
館
十
二
月
行
事

3
日
制

4
日
同

5
日
樹
�
 

6
日
出

v
'
a

'a'' a-a 

，v-a
，
曹，

''

・4，v-a''aa
，
4

V
4

F-a

・，
，
・4''
，・，
�
 

.4'' 

v

a

'a ''

・a，
，F'

v-a

a'F 
O

'a
，
，，
�
 

'

v'a
v
a
，F'a
，v-a
，
，
，
，
，
，
，
�
 

v'a
v'a
v-a

Fea
v'a
F

l

一一

'a'

a''
a'' 'a 

a'''a
v
a-
a''

曹・
・
�
 
''

・
�
 
，
�
 

す
に
は
口
高
齢
者
の
事
故
防
止
臼

そ
の
他
。
タ
イ
ト
ル
自
由
。
�
 

{応
募
基
準
】
付
対

象

者

中

学

生
以
上
白
原
稿
用
紙
枚
数
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

臼

記

載

方

伝

縦
書。

タ
イ
ト
ル
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
職
業
(学

F
'a

生
、
生
徒
は
学
校
名
、
学
年
)
を

記
入
。
図
等
に
よ
る
表
現
も
可

産
業
廃
棄
物
処
理
業
者

【募
集
期
間
】
六
十
二
年
一
月
三

十
一
日
�
 

王
企
冨
豹
か
{
至

踊
り
教
室

生
花
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

史
�
 口
�
 
日川� 

老
人
等
保
健
福
祉
補
給

U

u

産
業
廃
棄
物
の
処
理
は

専

門

業

者

で

/

�

 
四
国
資
源
開
発
鉱
業

(
株
)

徳
島
市
徳
島
町
城
の
内
�
 

0
8
8
6
1
お
�
 0
6
0
3

幸
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

{表
彰
等
}
賞
金
五
万
円
他

一送
付

・
問
合
せ
先
】
県
交
通
対

策
室

(
〒
7
7
0徳
島
市
万
代
町

一
�
 一

台
⑪
2
2
9
1
)

l苗
木
申
込
受
付
開
始

来
春
、
植
林
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
、
苗
木
の
申
込
み
を
�
 又付
し

A

ま
す
。
杉

・
檎

・
く
ぬ
ぎ
を
取
扱

っ
て
い
ま
す
。
申
込
締
め
切
り
日

+& 杉く
・ ぬ
檎ぎ

十
二
月
十
五
日

一
月
三
十

一
日

ま
で
で
す
。

産

①廃プラス

チック類

合成樹脂くず，合成繊維くず，合成ゴ

ムくずなど，合成高分子系化合物に

係る固形状液状のすべての廃プラス

チ� y ク類

②繊維くず

衣服その他の繊維製品製造業以外の|

繊維工業から生ずる木綿くず， 羊毛

くず等の天然繊維くず

業 ③ゴムくず 天然、ゴムくず

④金属〈ず 鉄鋼，非鉄金属の研磨くずなど

厚E
⑤ガ7 スく

ず及び陶
般器くず

ガラス くず， 耐火レンガくず，陶磁l
器くずなど

棄 ⑥建設廃材

工作物の除去にともなって生ずるコ

ンクリートの砕片， レンガの破片そ

の他これに類する不安物

物
⑦廃ピニー

ル類

施設園芸なとのハウス用に使用する

すべてのビニール類

⑧その他

燃えがら，廃油，廃酸，廃アルカ� 1) • 

汚泥動槌物性残さい� (醸造かす，発

酵かす，魚及び獣のあらなど).鉱さ 

い，家畜のふん尿・死体なと

正面� i¥ti 

徳小麗� O 徳葉�  O
島
市

松草 �  8 島廃�  8
市 棄 �  8島!!� 8

市雲 �  6 佐物�  6 徳
和語|古 処 !島
田� rd 53四理�  25本
島詣|番工| 町
町董�  5 町 場� 8 一
金 7 十~ 4 丁

手
会
教
室
(
玉
ノ
木
公

ム
歪
(
早
一
�
 

O 三 株� 8 日
8 

金
支
給
日

・
健
康
相
談

9
日

ω
着
付
教
室

9
日

ω
習
字
教
室

叩
日
附

)

七
時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ

う
ご
参
〆
加
く
だ
さ
い
。

日
日
嗣

踊
り
教
室

日
日
附
習
字
教
室

口
日
制
手
会
教
室

同
日
同

踊
り
教
室

お
日

ω
着
付
教
室

初
日
幽

生
花
教
室

各
講
座
と
も
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
開
講
し
ま
す
。

(
習
字
の
み

付 7 ~ 
去� 

0
8
8
5
3
l
I
R
u
--
2
0
0
0

こ
の
ほ
か
に
も
処
理
し
て
く
れ

る
業
者
は
あ
り
ま
す
が
、

主
な
処

瑚
葉
者
を
抽
出
し
ま
し
た
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ごみ袋の正しい利用を利用仕分けのお願い

MUS04
テキストボックス
清掃センター休業交通安全意識啓発アイデア募集
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十
二
月
十
九
日
(
金
)

時
間
午
後
七
時
1
午
後
九
時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

墨
絵
堂
級

十
二
月
七
日
(
日
)

十
二
月
十
七
日
(
水
)

時
間
午
後
七
時
三
十
分
1
九

時
三
十
分

場
附
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

短
歌
量
級

六
十
二
年
一
月
十
日

(土)

題

「

正

旦

一

切

出
詠
締
切
日
十
二
月
一
平
日

贈
り
物
に
�
 商
品
券
�
 をグ

ー
勝
浦
町
商
工
会
か
ら
|

商
工
会
で
は
、
振
興
会
加
入
庖


で
買
物
の
で
き
る
商
品
券
を
発
行


し
て
い
ま
す
。


お
歳
暮
、
贈
答
に
何
を
贈
っ
た


ら
と
お
悩
み
に
な
っ
た
事
は
あ
り


ま
せ
ん
か
。
共
通
商
品
券
な
ら
、


贈
ら
れ
た
方
が
ほ
し
い
と
思
っ
て


い
る
商
品
を
手
に
入
れ
る
事
が
で


き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
 

一
月
十
七
日

作
品
の
展
示
は
、

絵

・
絵
画

・
手
会
・
魚
拓

・
生
花
・

盆
栽

・
そ
の
他
の
芸
術
作
品
(
サ

イ
ズ

・
題
は
自
由
)
。

昭
和
六
十
二
年
芸
術
祭
の
作
品

を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

受
付
締
切

一
月
十
四
日
午
後

五
時作

品
の
持
ち
込
み

一
月
十
四
日
(
生
花
・
盆
栽
は

十
六
日
)
午
後
五
時
ま
で

作
品
種
別

写
真

・
書
道

・
墨

芸
術
祭
作
品
募
集


第
ロ
回 M

分
8
秒
)

(1
時
間
�
 

A

l
チ

ム

総
合
第
三
位

勝

中

�

 

た (
7。
区
間
)
を
元
気
よ
く
走
り
ま
し

お
り
で
す
。

と
こ
ろ

住
思
福
祉
七
ノ
タ
l

l
ル

参
加
費

千
五
百
円
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
五
百
円
程
度

参
加
資
格

十
八
才
以
上
の
青

年
(
高
校
生
は
除
く
)、
酒
類
が
出

ま
す
の
で
車
で
の
参
加
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

2

2

5
1
1)
又
は
、
青
年
会

員
へ
十
二
月
十
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

青
年
会
通
信

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
で

町内
子
習
日
の

楽
し
い
一
夜
を
す
ご
そ
う

と

き

十

二
月
二
十
一
日
間
午

後
六
時
か
ら
受
付

三
階
ホ
�
 

申
込
先

町
教
育
委
民
会
�
 (8
 

本
町
中
学
校
の
成
績
は
次
の
と

吹
く
中
を
、
上
勝
町
内

M
・
7
キロ

ム
七
十
人
が
少
し
肌
寒
い
風
の

お
知
ら
せ
山

姦

室
主

十
二
月
十

一
日
(
木
)

校
駅
伝
大
会
が
聞
か
れ
、
十
チ
ー

十
一
月
十
五
日
勝
浦
郡
の
中
学

i
l
大校�  
会

社
会
総
合
大
学

T 第1
!勝 2 
i 浦回
!郡  
i駅中
!伝学 

秒区
) 一 間� 

1止賞
初1I

日第
賀� 6
代 区
さ (
ん� 1 

7 ~ 
分 己� 

タスキを手渡す勝中 Aチーム 44 

' ‘  . 
一

.‘‘巴，

、、ー

昨年の芸術祭

。
、
ダ
ン
ス
々

し
ま
せ
ん
か
?

青
年
会
で
は
社
交
ダ
ン
ス
の
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー

の
多
い
季
節
に
、
ダ
ン
ス
が
踊
れ

た
ら
と
思
う
か
た
は
、
ぜ
ひ
練
習

に
来
て
く
だ
さ
い
。

と
き

十
二
月
五
日

・
十
二
日
・

十
九
日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
後
七

時
三
十
分
か
ら
九
時
三
十
分
ま
で

と
こ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
料

参
加
資
格

青
年
男
女

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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板

野

町

F¥ 

善

意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
�
 

裏
山
に
迫
り
し
紅
葉
眺
め
立
つ

棚

野

谷

新

太

郎

菊
供
、
ぇ
香
煙
流
る
小
径
あ
り

鳥
た
ち
へ
梢
は
残
す
北
旦
戸
の
柿

棚

野

島

勉

萩
咲
く
や
廃
道
な
り
し
遍
路
み
ち

絶
景
に
フ
ィ
ル
ム
足
ら
ぬ
紅
葉
狩

立

川

橋

本

梅

史

歓
声
を
あ
げ
紅
葉
の
峰
を
縫
う

立
川
竹
田
あ
ゆ
み

畦
の
子
を
遠
目
で
あ
や
し
秋
耕
す

立
川

堀

梅

子

御
在
位
の
六
十
年
や
菊
か
お
る
�
 

菊
香
る
良
き
日
や
孫
も
嫁
ぎ
ゆ
く

生

名

倉

橋

テ

ル

木
の
実
落
つ
路
に
人
な
し
人
老
ゆ

る人
の
血
の
通
う
思
い
や
菊
人
形

生

名

滝

口

良

一

一
病
に
み
く
じ
は
士
口
や
菊
日
和

日
々
風
に
押
さ
る
る
如
く
師
走
来

る

生

名

丸

山

香

月

返
り
花
わ
ず
か
な
温
陽
抱
き
て
咲

く

掛

谷

駒

津

光

洋

新
藁
の
淡
き
み
ど
り
を
陽
が
包
む

掛

谷

斎

藤

重

子

町
役
場
業
務
の
ご
案
内

年
末
ロ
月
幻
日
正
午
ま
で

年
始

1
月

5
日
か
ら

年
末
年
始
の
事
務
は
十
二
月
二

十
八
日
か
ら
来
年
の
一
月
四
日
ま

で
休
み
ま
す
。

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
の
仕
事

や
お
正
月
の
準
備
な
ど
で
つ
い
大

事
な
書
類
、
届
出
、
登
録
も
忘
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。
急
ぐ
用
件
、

手
続
き
な
ど
は
、
早
め
に
す
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
休
み
期
間
中
は
当
道
者
が

死
亡
届
、
出
生
届
、
婚
姻
届
等
は
受

け
つ
け
ま
す
が
印
鑑
証
明
や
戸
籍

の
写
し
な
ど
の
事
務
は
取
り
扱
い

を
い
た
し
ま
せ
ん
。

畦
に
腰
降
ろ
し
ま
ど
ろ
む
小
春
か

な

掛

谷

野

上

す

み

れ

庁
舎
ま
で
コ
ス
モ
ス
街
道
つ
っ
ぱ

し

る

沼

江

山

丸

千

絵

犬
の
毛
に
重
な
り
付
き
し
草
し
ら

み

沼

江

梅

山

み

ず

ほ

委
の
鎌
己
が
鎌
研
き
嶋
日
和

沼

江

大

岡

初

音

金
賞
の
菊
へ
異
人
も
入
れ
て
撮
る

記
念
貨
を
購
、
っ
脅
さ
心
持
た
ず
菊
の

主

横

瀬

稼

勢

銀

星

次
回
か
ら
出
詠
は
毎
月
二
十
七
一

一
日
ま
で
(
必
着
)
一
一
一
旬
ハ
ガ
キ
で
。
一

一
送
り
先
勝
浦
町
三
渓
稼
勢
広
一

一
夫
ま
で
。
町
内
在
住
の
方
に
限
り
一

一
ま
す
。次

回
は
短
歌
、
そ
の
次
は
川
柳
一

一
と
交
代
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
一

市
岡
山
HL

一ご
投
句
く
だ
さ
い
。

J
e
E
Y
M
 

わ
た
し
の
作
品

〈俳
句
〉

コ
ス
モ
ス
を
揺
ら
す
風
あ
る
日
和

カ
な

み
か
ん
採
り
わ
が
家
の
歴
史
手
に

秘

め

て

坂

本

谷

富

士

限
道
を
抜
け
れ
ば
紅
葉
彩
り
ぬ

秋
深
む
同
窓
の
友
又
も
滅
り

横

瀬

錦

内

常

一

柿
紅
葉
彩
あ
ざ
や
け
し
薬
師
寺

戸
籍
の
窓

(司UJi略〕 

i

叩
月
日
間
日
�
 
刊
月
刊
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

¥
大
字
削
棚
野
牢
品
川
国

/

小

松

島

市

¥
大
字
三
淡
・
子
名
凹

/

神

山

町

¥
大
牢
泡
江
字
問
開

/
パ
リ
恰
烏
市

ヘ
大
生
泡
江
字
西
岡

j葉大篠登北坂佐山
本上原木岡口野釘'

后和美真克哲
子孝子次澄仁悪哉  

~
叩
月
叩
巴
�
 
1
刊
月
刊
日

米
田
武
夫
さ
ん
(
中
山
)

匿

名

(

中

山

)

早
川
進
さ
ん
(
横
瀬
)

匿

名

(

横

瀬

)

稲
井
義
春
さ
ん
(
掛
谷
)

坂
本
軍
友
会

勝
浦
園
芸
高
校
生
徒
会

以
上
の
か
た
か
ら
善
管
銀
行
に

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大

-v
寸ーニ長
川三  

お
誕
生
お
め
で
と
う

，、 
y、Jf，( i~ 

'-' 

口

ム
平
土

題

一

一

女

千

，4t
 

武
士
少

君、、� fc 

大
牢
収
本
宮
本

字
駈
本

号

展 平 菜

1

1

E

c

議
岬
米
川
ひ
件

ω長
男
恭

夜間救急当番表

戎
野

十
八
字
主
将

宇
開
帳

一郎一一男由

12月1日 勝浦病院  

〔電話番号〕

勝浦病院  

2-2555 

山西医 院 

2-3027 

湯浅医院

2-2003 

赤 岩 医院  

2-2006 

3日 山西 医 院  

5日 勝浦病院

⑦日 湯浅 医 院  

9日 勝浦病院

11日 赤 岩 医院  

13日 勝浦病院

15日 山西 医 院  

17日 勝浦病院  

19日 湯浅 医 院

⑪日 勝浦病院  

23日 赤 岩医 院

25日 勝 浦 病院  

27日 山西 医 院 

29日 勝 浦 病院  

31日 湯 浅 医院

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
平
会
議
米
田
イ
へ
ノ
(
的
才
)

卒
語
学
下
川
原
谷
本
シ
ゲ
リ
(
作
才
)

主
主
主
事
早
川
波
夫
(
九
才
)

李
喜
平
高
秋
本
孝
子
(
日
才
)

李
川
町
卒
問
中
稲
井
勝
(
乃
才
)

大
主
主
筆
瀧
本
秀
雄
(
口
才
)

-M
岡

《代
人
で
�
 

平日 午後 6時~翌朝午前9時

休日 午後7時~翌朝午前9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



--
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2)(1てコカミ

め
た
人

つ

hw
ゐ
む
⑭
宮
司

第198号

イ
ン
'ブ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

ら 昭和61年� 12月l日� 

カゼとインフル工ンザの区別の目安
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、

予

防
棒
糧
を
受
け
抵
抗
力
を

つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

イン フルエンサ'

発病の状態

普通感口

i:O.i 1L. 全身担取比掛にt発を端宇う� 

強い望書け

ゆっくり起こる� 

け戦い望書

熱 比較的に低い� 38度-39F立の高熱� 

v 需省軽い 強いIi 

あっても軽い腰痛、附節桶 強〈痛む

せき鼻みず 最初からある� 1-2日たって培、ら� 

較し、 強い11f怠感

幼児ゃ老人以外はまれ 肺炎になる$が高い肺炎合併症

。
予
防
格
糧
の
受
け
ら
れ
な
い
人
�
 

。
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

料
金
�
 

諜
保
健
婦
へ
十
二
月
三
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
日
は
、
六
十
二
年

一

月
1
二
月
中
旬
(
日
時
な
ど
決
ま

り
し
だ
い
、
申
し
込
み
者
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
)
の
予
定
で
す
。

※
林
業
、
木
材
業
に
従
事
す
る

人
は
、
今
回
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

百
日
核
・
ジ
ブ
テ
リ
7
・

破
傷
風
三
種
混
合
予
防
按
種

と

き

十
二
月
二
百
午
後
一
時

三
十
分
1
二
時
三
十
分

乳
児
健
康
診
査
及
び

巡
回
健
康
相
談

離
乳
食
講
習
会

成
人
病
の
初
期
は
自
覚
症
状
が

=
麗
�
 
1
六
歳
未
満

二
百

円

・
六
歳

1
十
三
歳
未
満

三
百

円

・
十
三
歳
以
上
四
百
円

月日�  t卦 所 時 |尚 

12/3(村 生名集会所(東林庵) 午後� 3時� -4時� 

9(刈 勝浦町農協 (肥料倉庫 2階) 午後� l時30分-3時� 

15例) 坂 本 ふヴu二: 校 午後� l時30分-21時30分� 

16()j 星 谷� 4駐� ~ F斤 午後� l時30分-3時� 

17付d 与 川内事業所

福祉センター

午後� l時30分-21時30分

午後� 3時30分-41時30分� 

18t刻 農村婦人の家 午後� 21侍� -3時

振
動
病
検
診
の
申
し
込
み
・

l

最
近
、
チ
エ
ン
ソ
�
 、
ハ
ン
ド

ハ
ン
マ
ー
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

な
ど
の
振
動
工
具
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
、
こ
れ
に
伴
う
手
指
、

腕
の
末
梢
循
環
障
害
や
、
関
節

・

筋
肉
な
ど
の
運
動
機
能
障
害
を
訴

え
る
人
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な

方
を
対
象
に
し
た
健
康
診
断
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
健
康
診
断
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
住
居
福
祉

と

き

十
二
月
五
日
(
金
)

に
発
病
し
、
な
か
な
か
治
り
に
く

と
こ
ろ

勝
浦
病
院

小
児
科

い
の
が
特
徴
で
す
。

離
乳
食
講
習
会

午
後
一
時
三
十

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め

分

1
一一
時

お
信
轄
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

午
後
二
時
1
二

少
な
く
、
四
十
歳
ご
ろ
か
ら
徐
々

相
談
内
容
�
 血
圧
測
定

時
三
十
分
受
付

該
当
児

昭
和
六
十

一
年
七
月
一

健
康
に
関
す
る
相
談

日
1
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
れ

料
金
・・
・
無
料

人
主
も
胆
い

司

ノ

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
�
 

O O

y
k
l

。
尿
検
査
�
 

※
健
康
手
帳
持
参

と
こ
ろ

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー

'ν
 

該
当
児

二
歳

1
四
歳
未
満
の
子

接
種
方
法

第

一
期

:
一
カ
月
ご

編
集
部
か
ら

月日�  I劫� iifi JI寺 間� 

12/8(月) 勝浦会館 午前10時-111時30分� 

lαホj 坂 本集 会所 午前10時-111時30分� 

1](柑� d寸〉、� Jldム号、� dEb、A主"主 午後� l時30分-3時� 

16()j 星谷集会所 午後� l時30分-3 1侍� 

22例) 棚野集 会所 午後� 11時30分-3時

と
に
三
回

・
第
二
期

・:第

一
期
終
了
後
十

二
か
月
か
ら
十
八
か

日
誌
に

一
回
楼
櫨

金

無
料

母
子
手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※ 料

広
報
に
つ
い
て
の
意
見
、
希
望、

ま
た
、
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
町
役
場
総
務
課
広

報
広
聴
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

健康相談日程

二
歳
児
健
康
診
査

榊


.
体
温
が
一
一一十
七
度
以
上
あ
る
人

・
他
の
予
防
格
種
を
受
け
て
一
カ

月
以
内
の
人

・
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
な

ど
の
活
動
期
に
あ
る
人

・卵、

鶏
肉
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
人

-
そ
の
他
、

尚

'

且
VS

--

・
且

A
Z
A
Z
a
z
A
VZ
A
Z
A
E
Ar
-A
Z
A
Z
A
VS
Av 

A
Z
A
Z

AV 
AZ
λ
Z

v
1
y
λ
vbA
I
A
E
A
-
A
VZ
AV

Av 

十
二
月
十
九
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
1
二
時
三
十
分

と
こ
ろ

勝
浦
病
院

小
児
科

該
当
児

昭
和
五
十
九
年
九
月

一

と

き

市
有
精
密
と
な
っ
た
人
が
十
九
名
い

ま
し
た
。
市
藷
密
と
な
っ
た
人
達

に
は
す
で
に
通
知
を
し
ま
し
た
が
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

日
1
六
十
年
一
月
三
十

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児

※
母
子
手
帳
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

の
結
果
に
つ
い
て

異
常
の
な
い
二
百
五
名
の
方
に
つ

十
月
末
に
実
施
し
ま
し
た
胸
部

い
て
は
、
通
知
し
ま
せ
ん
の
で
ご

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
結
果
、
受
診

了
承
く
だ
さ
い
。

者
二
百
二
十
四
名
で
、
そ
の
う
ち
�
 

医
師
が
不
適
当
と
認

インフル工ンザ予防接種目程表(2回目)

、-
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康




